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別表１ 本入札手続きに係る期間等
申請等の受付は、土曜日、日曜日及び祝日等
を除く、午前９時から午後６時（電子入札の場
合）。又は、午前９時15分から午後６時（紙入
札の場合（上記４\の担当部局の受付時間））と
する。ただし、申請期限等の最終日の受付時間
は、電子・紙入札ともに午後４時までとする。
{ 入札説明書の交付期間 公告の日から平成
26年11月11日午後４時まで

| 申請書等の提出期限 平成26年10月２日午
後４時まで

|Ð 見積書の提出期限 平成26年10月７日午後
４時まで

} 入札の締切 平成26年11月11日午後４時ま
で

~ 開札日時 平成26年11月18日午前10時30分
� 入札保証金の納付等に係る書類の提出期間
競争参加資格確認通知の翌日から入札締切
の日まで（利付国債の提供の場合は、平成26

年10月27日まで）

� 本工事は、契約締結後、労働者確保に要
する方策に変更が生じ、土木工事標準積算
基準書の金額相当では適正な工事の実施が
困難になった場合は、実績変更対象費の支
出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計
変更する試行工事である。

� 本工事は、地域外（遠隔地）からの建設
資材等の調達に係る費用について、支払実
績により設計変更を実施する試行工事であ
る。

‚ 本工事は、「土木請負工事工事費積算基
準」等により各種工種区分に従って対象額
ごとに求めた共通仮設費率（率分）及び現
場管理費率にそれぞれの補正係数を乗じる
こととしていることから、見積にあたって
は留意すること。

ƒ 本工事において主任技術者を配置する場
合、密接な関係のある二以上の工事を同一
の建設業者が近接した場所（相互の間隔が
10›程度）において施工するものについて
は、同一の専任の主任技術者がこれらの工
事を管理することができるものとする。
なお、主任技術者を兼務する場合は、入
札説明書別記様式３に現在従事中の工事及
び本工事と重複する場合の対応措置等につ
いて記入すること。

c 本工事は、資料の提出、入札等を電子入札
システムで行う対象工事である。なお、電子
入札システムによりがたい者は、支出負担行
為担当官の承諾を得て紙入札方式に代えるこ
とができるものとする。

２ 競争参加資格
次の\からD̂までに掲げる条件を満たしてい
る者により構成されている特定建設工事共同企
業体であって、「競争参加者の資格に関する公

示」（平成26年９月17日付け東北地方整備局長）
に示すところにより東北地方整備局長（以下「局
長」という。）から国道45号普代南地区改良工事
に係る特定建設工事共同企業体としての競争参
加者の資格の認定を受けている者、又は次の\

からD̂までに掲げる条件を満たしている単体企
業、経常建設共同企業体（甲型）であること。
なお、特定建設工事共同企業体にあっては、
経常建設共同企業体を構成員とすることはでき
ない。
\ 予算決算及び会計令（以下「予決令」とい
う。）第70条及び第71条の規定に該当しない者
であること。

] 東北地方整備局における一般土木工事に係
る一般競争参加資格の認定を受けていること
（会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てがなされている者につい
ては、手続開始の決定後、局長が別に定める
手続に基づく一般競争参加資格の再認定を受
けていること。）。

^ 東北地方整備局における一般土木工事に係
る一般競争参加資格の認定の際に客観的事項
（共通事項）について算定した点数（経営事
項評価点数）が、1¶200点以上であること（上
記]の再認定を受けた者にあっては、当該再
認定の際に、経営事項評価点数が1¶200点以
上であること。）。

_ 会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てがなされている者（上記
]の再認定を受けた者を除く。）でないこと。

` 平成11年４月１日以降に、発注者から直接
請け負った者（以下「元請け」という。）とし
て完成・引渡しが完了した、下記æ及びçの
要件を満たす道路改良工事の施工実績を有す
ること（共同企業体の構成員としての実績は、
出資比率が20％以上の場合のものに限る。な
お、乙型共同企業体の実績については、出資
比率にかかわらず各構成員が施工を行った分
担工事の実績であること。）。
特定建設工事共同企業体にあっては代表者
を含む全ての構成員が下記æ及びçの実績を
有していること。
また、経常建設共同企業体（甲型）にあっ
ては、代表者を含む構成員の何れかが下記æ

及びçの実績を有すること。

æ 掘削又は切土量が100¶000‚以上の施工
実績を有すること。

ç 当該施工実績が適切なものであること。
ただし、æ及びçは同一工事での施工実績
であること。
適切なものとは、過失による粗雑工事に起
因した指名停止、契約違反に起因した指名停
止を受けていないなど、不正又は不誠実な行
為がなされたものでないこと。
また、当該施工実績が大臣官房官庁営繕部
又は地方整備局の発注した工事（旧地方建設
局を含み、港湾空港関係を除く。以下「大臣
官房官庁営繕部又は地方整備局発注工事」と
いう。）である場合は、工事成績評定点が65点
未満のものではないこと。
ただし、競争参加資格確認申請書（以下「申
請書」という。）及び競争参加資格確認資料（以
下「確認資料」という。）の提出期限の日まで
に工事成績評定点の通知がされていない工事
の施工実績を提出する場合は、上記ç「当該
施工実績が適切なものであること。」を満たす
とともに工事事故による指名停止を受けてい
ない工事の施工実績に限り参加資格を認め
る。

a 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監
理技術者を本工事に専任で配置できること。
{ １級土木施工管理技士又はこれと同等以
上の資格を有すること。

| 平成11年４月１日以降に、元請けとして
完成・引渡しが完了した、下記æ及びçの
要件を満たす道路改良工事の施工経験を有
すること（共同企業体の構成員としての経
験は出資比率が20％以上の場合のものに限
る。なお、乙型共同企業体の経験について
は、出資比率にかかわらず各構成員が施工
を行った分担工事の経験であること。）。
æ 掘削又は切土量が50¶000‚以上の施工
経験を有すること。

ç 当該施工経験が適切なものであるこ
と。
ただし、æ及びçは同一工事での施工経
験であること。
適切なものとは、過失による粗雑工事に
起因した指名停止、契約違反に起因した指
名停止を受けていないなど、不正又は不誠
実な行為がなされたものではないこと。

〇第２号
１ 工事概要
\ 品目分類番号 41

] 工事名 国道45号普代南地区改良工事（電
子入札対象案件）

^ 工事場所 岩手県下閉伊郡普代村第11地割
字柏木平地内

_ 工事内容 掘削工Ｖ＝188¶000‚、盛土工
Ｖ＝14¶000‚、法面工Ａ＝12¶000fl、排水構
造物工１式、函渠工Ｎ＝３基、補強土壁Ａ＝
3¶000fl、地盤改良工（中層混合処理）Ｖ＝
10¶000‚、河川付替工（掘削工Ｖ＝15¶000‚、
堤体盛土工Ｖ＝9¶000‚、大型ブロック積Ａ
＝3¶300fl）１式、国道45号付替（掘削工Ｖ
＝5¶000‚、盛土工Ｖ＝7¶000‚、アスファル
ト舗装Ａ＝8¶000fl）１式

` 工期 契約締結日の翌日から平成29年３月
17日まで

a 使用する主要な資機材 コンクリート約
2¶500‚

b 工事実施形態 本工事における工事実施形
態は下記のとおりとする。
{ 本工事は、総価契約単価合意方式の対象
工事である。

| 本工事は、価格以外の要素と価格を総合
的に評価して落札者を決定する入札時ＶＥ
方式（総合評価落札方式）の適用工事であ
る。

} 本工事は、建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律に基づき、分別解体等及
び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施
が義務付けられた工事である。

~ 本工事は、契約締結後に施工方法等の提
案を受け付ける契約後ＶＥ方式の試行工事
である。
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